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場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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LM2990は出力電流 1Aの負電圧低ドロップ 3端子レギュレータ
で、出力電圧が－ 5V、－ 5.2V、－ 12V、－ 15Vの 4 種類の
バージョンがあります。

LM2990は新しい回路設計技術を使用し、低ドロップアウトおよび
低待機時消費電流を実現しています。負荷電流 1A でのドロッ
プアウト電圧は代表値で 0.6Vで、全動作温度範囲にわたって最
大 1Vが保証されています。バイアス電源内蔵のユニークな回路
設計により、待機時消費電流の代表値は負荷電流 1A時に、入
出力電圧差が3V以上で1mA(Typ)、低ドロップアウト領域(VOUT
－VIN≦ 3V)で 9mA(Typ)に抑えています。
出力電圧の精度は規定の負荷および全動作温度範囲で±5%
です。

LM2990は短絡保護されており、熱的シャットダウン機能にはヒス
テリシス特性を持たせ、長期間にわたって過負荷が加えられた時
のデバイスの信頼性を向上させています。LM2990は 3リードの
TO-220 パッケージで供給され、－ 40℃～＋ 125℃の温度範囲
の動作定格を備えています。

特長
■ 出力電圧誤差は全温度範囲で± 5%以下
■ 1A 以上の出力電流容量
■ 0.6Vの低ドロップアウト電圧 (1A負荷時 )
■ 低待機時消費電流
■ 出力短絡電流制限回路を内蔵
■ ヒステリシス特性を持つサーマル・シャットダウン回路を内蔵
■ LM2940シリーズの負電圧バージョン

アプリケーション
■ スイッチング・レギュレータの後段のポスト・レギュレータ
■ オンボード、レギュレータ
■ バッテリ電源用レギュレータ

代表的なアプリケーション

製品情報およびピン配置図

 *このレギュレータが電源のフィルタ・コンデンサから6インチ以上離れた場所に実装されている場合に必要です。1μF固体タンタル・コンデンサまたは 10μFアルミ電
    解コンデンサをお勧めします。

** 安定化のために必要です。安定度を維持するために 10μF以上のアルミ電解コンデンサまたは 1μF以上の固体タンタル・コンデンサでなければなりません。過渡
     時のレギュレーションを維持するために無制限に大きくできます。レギュレータのできるだけ近くに配置してください。等価直列抵抗 (ESR)は重要であり、レ
     ギュレータと同じ動作温度範囲内で 10Ω以下のものを使用してください。
1© National Semiconductor Corporation DS010801-06JP
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29
90 製品情報およびピン配置図 (つづき)

3-Lead TO-220

Front View

TO-263 Surface-Mount Package

Top View

Side View

Order Number LM2990S-5.0, LM2990S-12 or

Order Number LM2990T-5.0, LM2990T-5.2, LM2990T-12
or LM2990T-15

See NS Package Number T03B 

LM2990S-15
See NS Package Number TS3B
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1)

電気的特性
特記のない限り、VIN＝－ 5V＋VO (NOM) (Note 6)、IO＝ 1A、CO＝ 47μFとします。太文字表記の制限値は全動作温度範囲、
－ 40℃≦ TJ≦ 125℃に対して適用されます。他の制限値は TJ＝ 25℃に対して適用されます。

電気的特性
特記のない限り、VIN＝－ 5V＋ VO (NOM) (Note 6)、IO＝ 1A、CO＝ 47μFとします。太文字表記の制限値は全動作温度範囲、
－ 40℃≦ TJ≦ 125℃に対して適用されます。他の制限値は TJ＝ 25℃に対して適用されます。

入力電圧 － 26V～＋ 0.3V

ESD耐圧 (Note 2) 2 kV

消費電力 (Note 3) 内部制限

接合部温度 (TJmax) 125℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

リード温度 (ハンダ付け、10秒 ) 260℃

接合部温度範囲 (TJ) － 40℃～＋ 125℃

最大入力電圧 (動作時 ) － 26V



4www.national.com/jpn/

L
M

29
90 電気的特性 (つづき)

特記のない限り、VIN＝－ 5V＋ VO (NOM) (Note 6)、IO＝ 1A、CO＝ 47μFとします。太文字表記の制限値は全動作温度範囲、
－ 40℃≦ TJ≦ 125℃に対して適用されます。他の制限値は TJ＝ 25℃に対して適用されます。

Note 1: 絶対最大定格とは、ICに破壊が発生する可能性のある制限値をいいます。動作定格とは、デバイスが正しく機能する条件をいいますが、特定の性能
の制限値を保証するものではありません。保証されているスペックおよびテスト条件については、電気的特性の項を参照してください。

Note 2: 人体モデル、100pFから1.5kΩの抵抗を通じて放電されます。

Note 3: 最大消費電力は TJmax、θJA、TAの関数です。周囲温度における最大許容消費電力は PD＝ (TJmax－TA)/θJAです。消費電力がこの値を超過した
場合、ダイの温度が 125℃以上に上昇し、TJが約 160℃になるとLM2990は実質的に熱的シャットダウンの状態になります。LM2990の接合部 -周囲
間の熱抵抗θJAは TO-220パッケージで 53℃ /W、TO-263パッケージで 73℃ /Wです。TO-220パッケージでヒートシンク使用時、θJAは接合部 -ケー
ス間の熱抵抗 (θJC＝ 3℃ /W)とヒートシンク-周囲間の熱抵抗の合計です。TO-263パッケージでは、デバイスをPCボードの銅エリアにハンダ付けする
事によって、熱抵抗を下げられます。0.5平方インチではθJA＝50℃ /W、1平方インチではθJA＝37℃ /W、1.6平方インチ以上ではθJA＝32℃ /Wとなります。

Note 4: 代表値 (Typical)は TJ＝ 25℃で得られる最も多い数値です。

Note 5: 制限値は保証されており、100%テストされます。

Note 6: VO(NOM)は定格出力電圧、すなわち、－ 5V、－ 5.2V、－ 12V、－ 15Vです。

Note 7: 短絡電流はフの字型の電流制限特性のため、－ 12Vと－ 15Vのバージョンでは最大出力電流より小さくなります。－ 5Vと－ 5.2Vのバージョンは低い入
力電圧でテストされた時、消費電力がパッケージによる制限値には達しないので、短絡電流のレベルが大きくなっています。LM2990の出力に正極性の
電圧を印加した場合、LM2990に戻る最大許容シンク電流は 1.5Aです。

用語の定義
ドロップアウト電圧 : 入力電圧の低下にともなってデバイスがレ
ギュレートをできなくなった時点での入出力電圧差。出力電圧が
規定値 (5V)より100mV 下がった時点での入出力電圧差として
測定されます。このドロップアウト電圧は、負荷電流と接合部温
度に左右されます。

入力電圧 :グラウンドと入力端子間へ印加されるDC電圧

入出力電圧差 :レギュレータの動作において非安定入力電圧と、
安定化出力電圧間の電圧差です。

ライン・レギュレーション :入力電圧変動に対する出力電圧変
動。この測定は、電力損失が少ない状態で、平均チップ温度
の影響を全く受けないようなパルステクニックを使って行われま
す。

ロード・レギュレーション : 一定チップ温度での、負荷電流変動
に対する出力電圧変動。

長期安定性 : 最大定格電圧と最高接合部温度で 1000 時間の
加速寿命試験経過後における出力電圧安定性。

出力ノイズ電圧 :一定の負荷で、入力リップルがない状態の出力
電圧における AC 電圧実効値。規定の周波数範囲で測定され
ます。

待機時消費電流 :負荷電流として流れない入力電流の一部。レ
ギュレータ・グラウンド・リード電流です。

リップル除去率 :ピーク・ツー・ピーク入力リップル電圧に対する
ピーク・ツー・ピーク出力リップル電圧の比率。

VOの温度安定性 :室温から最大温度の温度変化に対する出力
電圧の変動率。
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代表的な性能特性

Dropout Voltage Normalized Output Voltage

LM2990-5.0 and LM2990-5.2       LM2990-12

      LM2990-15 LM2990-5 and LM2990-5.2

Quiescent Current

Quiescent Current    Low Voltage Behavior

       Quiescent Current
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LM2990-5 and LM2990-5.2 LM2990-5 and LM2990-5.2

LM2990-12 and LM2990-15 LM2990-12 and LM2990-15

LM2990-12 and LM2990-15

 Line Transient Response Load Transient Response

    Low Voltage Behavior   Line Transient Response

Load Transient Response
LM2990-5 and LM2990-5.2
        Ripple Rejection
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代表的な性能特性 (つづき )

LM2990-5 and LM2990-5.2 Maximum Output Current

LM2990-12 and LM2990-15 LM2990-12 and LM2990-15

Maximum Output Current
   Maximum Power

      Output Impedance

        Ripple Rejection        Output Impedance

Dissipation (TO-220)
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Post Regulator for an Isolated Switching Power Supply

LM2490は正電流 1Aの低ドロップアウト・レギュレータです (詳細は関連のデータシートを参照ください )。

Fixed Current Sink Adjustable Current Sink

Maximum Power Dissipation
     (TO-263) (See (Note 3))

代表的なアプリケーション
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アプリケーション・ヒント

外付けコンデンサ

安定した動作のために、LM2990 には出力コンデンサが必要で
す。コンデンサには 10μF以上のアルミ電解コンデンサか 1μF以
上の固体タンタル・コンデンサを使用します。出力コンデンサの
ESRは 10Ω以下にする必要があります。そうしなければ、レギュ
レータの周波数応答にESRによって発生するゼロが追加され、位
相マージンが減少し発振することがあります(右側のグラフを参照)。
また、レギュレータを入力電源フィルタから 6 インチ以上離して配
置する場合には、1μF以上の固体タンタル入力コンデンサ、また
は 10μF以上のアルミ電解入力コンデンサが必要になります。

出力の正電圧耐性

LM2990はクランプ回路を内蔵しているので、出力に正の電圧が
印加されても耐えることができます。出力に加えられている電圧が
DCの場合、電流を 1.5Aに制限しなければなりません。LM2990

に戻される電流が 1.5A以上だと、デバイスに破壊が生じることが
あります。また、パルス電圧に対して LM2990 の出力は、出力
に加えられる電圧源側による電流制限なしに、最大 26Vの正電
圧トランジェントに耐えられます。ただし、トランジェントの持続時間
が 1ms を超える場合は、ショットキ・ダイオードを用いて出力をグ
ラウンドにクランプします。

Output Capacitor ESR
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外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

TO-220 3-Lead Molded Package
Order Number LM2990T-5.0, LM2990T-5.2, LM2990T-12 or LM2990T-15

NS Package Number T03B
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外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters) (つづき)

TO-263 3-Lead Plastic Surface Mount Package
Order Number LM2990S-5.0, LM2990S-12 or LM2990S-15

NS Package Number TS3B
生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2005 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。




